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官
僚
制
や
官
僚
主
義
は
、
近
年
あ
ら
た
な
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
る
古
く
て
新

し
い
、
し
か
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
比
較
の
課
題
で
あ
る
。
世
界
史
の
な
か
で
も
稀

有
の
連
績
と
均
衡
で
特
色
づ
け
ら
れ
る
中
園
の
古
典
官
僚
制
は
、
そ
の
祉
曾
の

統
合
と
準
化
の
た
め
の
決
定
因
に
預
る
康
義
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(
組
織
技
術
)

の
一
基
本
要
素
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
、
世
俗
の
局
面
か
ら
文
化
ス
タ

イ
ル
や
世
界
観
に
い
た
る
ま
で
、
こ
れ
抜
き
で
は
到
底
語
れ
な
い
し
、
裏
返
し

て
い
え
ば
、
中
園
皐
の
史
料
撃
自
箆
が
、
そ
の
大
宗
を
な
す
宮
人
の
記
述
を
整

理
、
洞
察
し
て
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
を
抜
き
に
し
て
は
、
ほ
ぼ
成
り
立
た

な
い
の
で
あ
る
。

奇
し
く
も
一
九
八
五
、
六
年
度
に
は
、
宋
代
の
官
僚
粧
品
聞
を
め
ぐ
っ
て
、
梅

原
郁
博
士
の
大
加
の
ほ
か
に
、
』
・
当
・
。
E
R
o
o
博
士
の
『
宋
代
に
お
け
る
皐

才
の
選
抜
(
H
H
材
料
閥
〉
』
〈
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
出
版
局
)
と
い
う
科
翠
の
枇
曾
史

研
究
、
李
広
棋
博
士
、
『

Z
B
S
E
の
-
F
S
の

『宋
代
の
公
共
教
育
と
科

摩
』
(
香
港
中
文
大
出
版
(
ね
〉
ま
た
、

m
o
r
o
円門司・

5
目

2
博
士
の
『
ス
テ

イ
ツ
メ
ン
ア
ン
ド
ジ
Z

ン
ト
ル
メ
ン
』
(
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
出
版
局
〉
が 信

一
斉
に
刊
行
さ
れ
た
。
梅
原
氏
の
著
は
宮
崎
市
定
、
佐
伯
富
博
士
の
皐
統
を
、

チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
氏
の
著
は
E
・
タ
ラ
ッ
ケ
博
士
、
何
病
棟
博
土
の
畢
統
を
、
李

氏
の
著
は
A
・
F
-
ラ
イ
ト
博
士
の
薫
陶
を
、
ハ
イ
ム
ズ
氏
の
箸
は
R
・
ハ
ー

ト
ウ
ェ
ル
博
士
の
業
を
、
そ
れ
ぞ
れ
承
け
て
成
っ
た
も
の
で
、
皐
者
二
世
代
の

心
血
を
注
い
だ
研
績
の
結
自
聞
で
あ
る
だ
け
に
、
「
問
題
史
」
と
し
て
の
こ
の
大

テ
!
?
の
深
さ
、

重
要
さ
と
魅
力
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
本
書
お
よ
び
他
の
一
一
一

著
の
出
現
で
、
宋
代
の
枇
舎
文
化
史
、
制
度
史
の
研
究
や
教
育
に
嫡
る
者
の
う

け
る
便
盆
は
ば
か
り
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
官
僚
制
が
、
そ
し
て
宋
代
の
そ
れ
が
重
要
と
映
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
ま
で
の
中
園
研
究
の
中
心
モ
テ
ィ
l
フ
は
、
上
は
皇
帝
か
ら
官

僚
、
紳
衿
、
民
へ
と
上
下
に
整
然
と
貫
通
す
る
「
秩
序
階
層
の
性
質
」
へ
の
聞

い
に
お
か
れ
て
仁
川
~
。
こ
う
し
た
聞
い
は
、
史
家
が
封
象
祉
曾
(
の
史
料
〉
に

親
し
ん
で
引
き
出
し
た
第
一
印
象
に
由
来
す
る
だ
け
に
、
自
然
な
着
想
と
い
え

る
の
で
あ
る
。
こ
の
分
析
イ
メ
ー
ジ
、
こ
と
に
専
制
政
治
の
階
層
秩
序
に
つ
い

て
の
洞
察
は
、
た
し
か
に
M
・
ヴ
ェ

l
パ
ー
に
よ
っ
て
豆
歩
を
進
め
ら
れ
、
方

法
的
に
も
安
嘗
と
さ
れ
る
が
、
反
面
、
彼
の
依
嬢
史
料
が
狭
さ
と
偏
り
で
拘
束

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
園
の
内
在
開
設
展
に
目
が
届
か
ず
、
そ
の
文
化

社
舎
皐
が
重
ん
ず
る
債
値
や
動
機
に
し
て
も
、
有
機
的
「
動
態
」
(
コ
ン
ジ
ヤ

ン
ク
チ

ュア
I
)
と
の
脈
絡
を
捉
え
よ
う
と
せ
ず
、

硬
直
的
で
あ
る
と
の
評
が

あ
れ
戸
こ
の
い
み
で
は
進
化
の
諸
劉
期
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
な
か
ん
ず
く

中
聞
の
改
繁
期
と
し
て
の
「
唐
宋
の
出
現
革
」
と
の
接
合
を
考
慮
し
た
内
藤
湖

南
、
宮
崎
市
定
、

E
・
ク
ラ
ッ
ケ
ら
歴
史
家
の
着
眼
は
、
後
績
の
問
題
地
卒
の

嫌
大
を
よ
り
容
易
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
中
園
の
ケ
l
ス
が
連
続
と
均
衡
を
保
て
た
の
か
、
そ

の
制
度
保
誼
は
な
に
か
、
は
依
然
と
し
て
聞
い
つ
づ
け
ら
れ
る
設
問
な
の
で
あ

る
。
新
古
典
汲
経
済
摩
の
泰
斗
、

J
・
ヒ
ッ
タ
ス
教
授
の
一
つ
の
示
唆
に
よ
る

と
、
そ
れ
は
付
文
臣
武
臣
の
別
、
行
政
監
察
一
般
を
含
め
た
監
察
制
の
工
夫
、

口
新
人
登
用
機
構
お
よ
び
官
入
居
の
祉
舎
移
動
の
工
夫
、
日
昇
進
制
の
工
夫
、

の
せ
い
で
は
な
い
か
と
い
一
日
さ
ら
に
こ
の
タ
イ
プ
の
「
古
典
官
僚
制
」
は
、

単
純
に
全
く
下
か
ら
の
慣
習
秩
序
で
も
な
く
、
上
か
ら
の
(
軍
事
)
指
令
の
秩

序
で
も
な
く
、
そ
し
て
雨
者
の
混
合
型
で
あ
る
黙
で
は
封
建
制
と
並
び
つ
つ

も
、
封
建
制
が
慣
習
の
優
越
で
特
色
づ
け
ら
れ
る
に
比
し
て
、
指
令
要
素
が
相

封
的
に
卓
越
す
る
。
も
し
内
外
の
「
挑
戦
」
と
い
う
歴
力
が
加
わ
る
と
、
組
織

は
指
令
に
動
く
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
牧
ま
る
と
、
惰
性
の
法
則
、
社
告
間
引
力
が

働
き
、
特
定
の
職
能
や
そ
の
特
権
を
固
定
す
る
カ
が
生
ず
る
、
と
さ
れ
る
。

か
り
に
「
動
態
」
と
の
接
合
の
脈
絡
に
目
を
配
り
、
し
か
も
上
述
の
ヒ
ッ
ク

ス
の
い
う

「工
夫
」
の
性
質
と
「
挑
戦
」
や

「
引
力
」
に
即
態
す
る
推
移
を
考

え
て
、
こ
の
問
題
史
を
術
敵
す
る
と
、
テ
1
7
の
裾
野
は
意
外
に
康
く
、
た
と

え
ば
、
制
官
僚
制
と
祉
禽
移
動
(
家
、

富
、
才
の
相
針
比
重
)
、

ω登
用

・
昇

進
制
と
権
力
配
分
(
選
翠
と
濁
裁
、
君
権
制
到
貴
族
な
い
し
エ
リ
ー
ト
、
中
央
封

地
方
)
、

同
メ

リ
ト
ク
ラ
シ
!
と
才
の
測
定
(
識
字
、
翠
校
、
政
治
思
想
、
専

職
釣
人
文
数
養
〉
、
ゆ
監
視
の
制
(
文
と
武
、
慣
習
と
指
令
、
監
察
の
機
構
)
、

〔

6
)

同
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
l
の
推
移
、
等
々
が
浮
び
上
る
の
で
あ
る
。

一方、

『
清
園
行
政
法
』
、
『
支
那
官
制
裂
淫
史
』
か
ら
進
ん
で
、
九
品
官
人

法
、
六
典
官
制
、
科
襲
、
政
治
思
想
、
宋
以
後
の
官
制
、
率
校
、
書
院
、
識

字
、
郷
紳
、
監
察
、
内
務

・
司
法
・
軍
事

・
財
務
行
政
の
具
腫
研
究
が
長
足
に

進
化
し
た
今
日
で
は
、
不
均
一
な
が
ら
も
累
積
さ
れ
た
事
寅
関
係
は
、
例
え
ば

ヴ
ェ

I
バ

l
嘗
時
の
水
準
と
は
隔
絶
し
て
い
る
。
し
か
し
関
心
が
接
大
し
個
別

分
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
個
を
全
盛
に
リ
ン
ク
す
る
新
し
い
展
望
台
か
求
め
ら
れ

る
道
理
で
あ
る
。
研
究
史
が
一
様
に
た
ど
る
こ
う
し
た
ジ
グ
ザ
グ
の
中
で
、
新

規
の
展
望
が
事
質
の
テ
ス
ト
に
耐
え
て
生
ま
れ
る
に
蛍
つ
て
は
、
組
織
的
で
偏

り
の
な
い
情
報
源
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
障
害
が
あ

れ
ば
、
そ
の
克
服
が
先
決
の
前
提
に
な
る
。
木
哲
一
国は
ま
さ
し
く
そ
の
作
業
上
の

重
要
な
里
程
標
な
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
宋
代
な
の
か
。

E
-
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
の
観
照
に
よ
れ
ば
、
中

園
官
僚
社
舎
が
西
ロ
1
7
の
轍
を
ふ
ま
ず
に
回
生
延
命
で
き
た
の
は
唐
の
修
復

に
負
っ
て
お
り
、
、
日
の
一
つ
の
読
銭
に
三
省
六
部
官
制
の
清
末
ま
で
の
持
績
が

翠
げ
ら
れ
る
と
い
う
。
た
し
か
に
そ
の
通
り
で
は
あ
る
も
の
の
、
梅
原
氏
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
十
一
世
紀
の
元
盟
の
改
革
も
、
漢
よ
り
唐
六
典
に
淫
し
て
成

っ
た
三
省
六
部
の
鋳
型
(
H
H
祉
曾
引
力
)
へ
の
整
合
と
見
え
て
も
、
内
寅
は
換

骨
奪
胎
を
へ
て
、
植
密
院
の
温
存
や
宰
相
府
へ
の
権
限
集
中
を
は
じ
め
と
す

る
、
新
社
舎
へ
の
遁
態
が
随
庭
に
顔
を
見
せ
、
同
捜
化
と
動
き
始
め
た
惰
性
と
の

ア
マ
ル
ガ
ム
の
成
果
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
木
書
の
官
頭
で
宮
崎
、
梅
原
博
士
が

い
う
よ
う
に
、
二
百
年
の
大
動
飢
の
果
て
に
現
れ
た
宋
初
の
官
制
は
、
新
替
の

重
複
や
ズ
レ
を
是
認
し
た
ま
ま
、
し
か
も
王
朝
が
新
し
い
理
念
や
政
策
の
筋
を

通
し
つ
つ
、
微
妙
な
調
和
を
は
か
っ
た
所
産
で
あ
り
、
や
が
て
元
堕

1
宣
和
J

南
宋
初
の
整
理
に
牧
叙
さ
れ
て
、
明
清
官
制
の
租
型
を
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
錯
綜
、
こ
と
に
宋
初
の
そ
れ
、
こ
そ
が
歴
史
の
中
で
の
宋
官
制
の
員
に
擦
動

的
な
相
位
で
あ
り
、
第
革
と
持
績
の
性
質
を
解
く
手
が
か
り
を
供
す
る
と
い
う

梅
原
氏
の
指
摘
は
、
肯
繁
に
嘗
る
至
言
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
洞
察
を
縛
じ
て
具
健
知
識
に
も
た
ら
す
に
は
、
難
解
の
ゆ
え
に
敬
遠
さ
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れ
が
ち
で
あ
っ
た
『
宋
史
職
官
士
官
を
軸
と
す
る
基
本
典
籍
(
編
年
、
停
記
、

職
官
、
政
書
、
類
書
、
筆
記
、
文
集
)
を
整
理
し
、
索
引
を
作
っ
て
語
集
や
制

度
の
合
意
と
推
移
を
見
き
わ
め
、
既
成
の
仮
設
を
テ
ス
ト
し
て
全
慢
に
保
理
を

通
す
と
い
う
、
根
気
を
要
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
一
九
五

O
年

こ
の
か
た
、
宮
崎
、
佐
伯
教
授
が
リ
ー
ド
し
、
楊
聯
陸
、
田
中
謙
二
教
授
の
参

加
を
得
て
つ
づ
け
ら
れ
た
こ
の
努
力
は
、

『
長
編
』
、

『
宋
史
職
官
志
』
、
『
宋

曾
要
職
官
』
ほ
か
、
職
官
、
書
剣
、
『
朱
子
語
類
』
な
ど
の
典
籍
の
整
理
を
竪

貨
に
す
す
め
、
一
九
六
三
年
に
は
『
宋
史
職
官
志
索
引
』
(
佐
伯
)
、
「
宋
代
官
制

序
説
」
(
宮
崎
)
と
い
う
中
聞
の
展
望
が
成
り
、
こ
の
事
業
の
中
か
ら
、
梅
原
、

磁
波
護
、
衣
川
強
教
授
と
い
う
次
世
代
の
俊
秀
の
業
績
が
育
っ
た
の
で
あ
る
。

卒
業
後
三
十
年
、
土
地
、
一
商
業
、
財
政
、
都
市
の
大
テ
l
マ
そ
れ
ぞ
れ
に
斬

新
な
解
俸
を
披
澄
し
、
現
役
の
宋
代
研
究
世
代
の
牽
引
者
で
あ
る
梅
原
氏
は
、

先
輩
数
授
の
退
休
と
前
後
し
て
、
右
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
粂
掌
し
た
。
氏
の
手

許
に
隔
地
大
な
索
引
等
の
蓄
積
が
錫
し
た
が
、
氏
は
新
た
に
『
夢
渓
筆
談
』
な
ど

の
筆
記
類
、
そ
し
て
政
書
、
類
書
、
墓
誌
銘
、
列
停
、
文
集
、
言
行
録
、
書
剣
を

積
極
的
に
渉
猟
し
活
用
す
る
方
向
で
新
生
面
を
開
き
、
ま
た
こ
れ
ま
で
閑
却
さ

れ
が
ち
で
あ
っ
た
『
慶
一冗
係
法
事
類
』
、
『
吏
部
候
法
』
と
い
う
資
料
源
を
生
か

す
こ
と
で
大
き
な
知
識
の
進
歩
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
努
力
で
俄
か
に
可

観
的
と
な
っ
た
新
分
野
は
「
昇
進
制
」
で
あ
る
。
宮
崎
博
士
が
「
は
し
が
き
」

で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
官
職
の
高
下
別
、
職
能
別
の
配
分
秩
序
が
、
は
じ
め

て
鮮
明
で
統
一
あ
る
系
統
の
構
図
に
明
示
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
「
功
業
」
の

さ
ま
ざ
ま
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
タ
イ
プ
を
筆
頭
に
、
「
家
」
、
「
富
」
の
要
素
を
も
そ

れ
な
り
に
配
慮
し
つ
つ
、
キ
ャ
リ
ア
ー
組
と
ノ

ン
キ
ャ
リ
ア
ー
組
を
官
職
ハ
イ

ア
ラ
ヒ

I
に
組
み
こ
み
、
「
廻
遊
」
紋
に
昇
進
を
誘
導
す
る
仕
組
み
が
級
密
に

示
さ
れ
、
し
か
も
編
年
、
停
記
史
料
の
駆
使
に
よ
っ
て
、
選
抜
の
諸
基
準
や
関

歴
の
順
・
不
順
と
い
う
努
数
が
、
制
度
と
い
う
常
数
に
ど
う
相
関
し
た
か
を
、

個
人
レ
ベ
ル
に
掘
り
下
げ
、
制
度
の
貧
殺
の
ほ
ど
を
堕
か
に
例
覆
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
け
加
え
て
い
う
と
、
本
書
で
は
「
昇
進
制
」
と
同
じ
密
度
で
洞
察

が
展
開
し
て
い
る
誇
で
は
な
い
が
、
「
選
人
の
世
界
」
、
「
恩
蔭
」
、
「
保
翠
」
、

「
官
職
の
保
有
と
配
分
に
お
け
る
中
央
と
地
方
L

、
「
脅
吏
」
、
「
監
察
」
の
議

論
を
通
じ
て
、
梅
原
氏
は
暗
均
一
袋
に
「
官
僚
制
の
祉
舎
史
」
の
地
卒
開
拓
と
数

量
分
析
の
地
盤

e

つ
く
り
に
貢
献
を
果
し
て
お
り
、
先
輩
世
代
の
想
定
を
こ
え
た

新
し
い
歴
史
意
識
へ
の
反
感
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

本
文
六
二
二
頁
の
本
書
は
六
章
か
ら
成
り
、
一
、
二
一章
は
文
武
の
寄
糠
官

階
、
三
章
は
差
遣
、
四
章
は
館
職
、
五
章
は
恩
蔭
、
六
章
は
脅
更
を
論
じ
、

一
、
一
二
、
五
章
は
脱
稿
に
よ
り
つ
つ
も
、
全
文
は
新
た
な
書
き
下
し
で
あ
る
。

注
の
字
数
が
本
文
字
数
の
一
一
一
分
の
一
の
比
重
を
な
す
重
厚
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ

る
が
、
文
章
が
明
快
で
あ
る
ほ
か
、
大
小
八
十
七
の
表
が
随
慮
に
分
布
し
、

一、

二
震
で
は
文
字
通
り
苦
心
の
作
と
い
う
べ
き
宋
代
選
人
・
官
人
官
階
に
お

け
る
叙
遜
の
経
路
チ
ャ
ー
ト
が
七
つ
牧
め
ら
れ
、
巻
末
に
は
要
を
得
た
索
引
も

附
さ
れ
て
い
る
の
で
、
設
者
の
理
解
を
容
易
に
し
て
い
る
。
歴
然
}
部
分
は
一

J

五
章
の
記
述
、
こ
と
に
宋
代
寄
縁
官
階
と
差
遣
を
全
面
的
に
検
誼
し
た
部
分
で

あ
り
、
た
と
え
ば
孫
園
棟
数
授
の
『
唐
代
中
央
重
要
文
官
遜
縛
途
径
研
究
』

(
一
九
七
八
、
新
車
研
究
所
)
、
何
煩
様
教
授
の

『中
華
一帝
閣
の
出
世
階
段
』

(
一
九
六
二
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
〉
冒
頭
の
清
制
の
概
述
と
比
べ
て
も
、
ト
ー
タ

ル
で
詳
密
な
黙
で
は
る
か
に
徹
底
し
て
い
る
。

さ
て
、
初
め
か
ら
三
分
の
二
の
記
述
の
主
題
排
列
は
、
寄
蔽
官
、
差
遣
、
館

職
と
い
う
、
元
塑
以
後
に
落
ち
つ
い
た
職
官
範
鴎
を
座
標
に
お
き
な
が
ら
、
宋
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初
か
ら
の
制
度
の
流
れ
を
明
示
す
る
手
法
で
書
か
れ
、
ま
た
「
改
革
」
の
成
熟

時
期
を
元
塑
か
ら
政
和
、
大
観
(
一

O
七
八

l
一
一
一

O
)
に
い
た
る
三
十
年

の
幅
で
み
る
こ
と
に
よ
り
、
文

・
武
臣
の
位
置
づ
け
の
脇
趨
や
、
南
宋
に
影
を

落
し
て
ゆ
く
職
、
蔭
の
濫
授
、
制
度
全
盛
の
硬
直
と
地
方
化
を
印
象
づ
け
る
工

夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
控
え
目
に

『宋
史
職
官
志
』、

『
同
選

gtど

を
土
産
と
し
た
復
元
で
あ
る
と
語
ら
れ
な
が
ら
も
、
宮
崎
「
序
説
」
が
職
官
志

の
章
を
逐
っ
た
叙
述
で
あ
っ
た
の
に
劉
し
、
こ
こ
で
は
祉
曾
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
お

け
る
マ
ス
と
エ
リ
ー
ト
の
接
合
の
文
脈
に
即
態
さ
せ
て
、
官
人
最
底
迭
の
選
人

と
そ
の
改
官
(
入
流
)
か
ら
筆
を
起
し
、
順
次
、
京
官
、
朝
官
、
員
郎
、
正

郎
、
卿
監
、
侍
従
、
大
南
省
、
使
相
、
宰
相
へ
と
測
り
、
職
と
蔭
を
通
じ
て
特

権
に
及
ぶ
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
一
、
二
、
三
一章
は
強
く
相
関
す
る
の
で
同

時
に
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

梅
原
氏
の
文
臣
キ
ャ
リ
ア
ー
階
梯
を
示
す
五
つ
の
チ
ャ
ー
ト
と
選
人
の

二

表
、
差
遣
の
記
述
に
導
か
れ
て
進
む
と
、
科
翠
の
有
出
身
を
筆
頭
に
、
無
出

身
、
雑
流
な
ど
の
、

高
下
雑
多
な
「
メ
リ
ッ
ト
」
に
キ
ャ
リ
ア
ー
を
開
く
宋
代

職
制
の
理
念
が
、
寅
質
の
制
度
保
鐙
を
う
け
て
い
た
の
は
、
従
六
品
以
下
(
員

郎
以
下
〉
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
任
づ
っ
す
す
む
常
調
で
は
縦
績
に
ジ
グ
ザ
グ

な
ラ
ダ
ー
が
設
け
ら
れ
、
有
出
身
で
太
常
博
士
(
従
七
品
〉
ま
で
改
官
後
十
J

十
二
年
、
無
出
身
で
園
子
博
士
(
同
)
ま
で
二
十
年
を
要
し
、
一
方
、
正
六
品

以
上
で
は
出
身
の
有
無
が
よ
り
大
き
く
響
い
た
ら
し
い
。
か
り
に
三
十
六
歳
が

進
士
及
第
の
卒
均
年
艇
と
す
る
と
、
幸
運
な
彼
ら
も
大
中
十
は
官
階
の
中
下
層
に

滞
留
し
た
は
ず
で
あ
り
、
ま
し
て
無
出
身
、
雑
流
出
仕
の
者
は
朝
官
・
京
官

・

選
人
上
層
の
部
分
に
緯
め
き
、
こ
の
層
位
に
官
人
の
卒
均
像
が
あ
っ
た
と
み
て

よ
い
。こ

の
卒
均
官
人
像
を
鮮
明
に
す
る
に
は
、
ぜ
ひ
科
事
と
皐
校
の
推
移
へ
の
一

瞥
が
ほ
し
い
が
、
本
書
で
は
鉄
け
て
い
る
の
で
、
チ
ェ
イ
フ
ィ

ー
、
李
弘
棋
氏

の
労
作
の
参
看
を
勤
め
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
本
書
の
選
人
分
析
は
有
盆
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
四
等
か
つ
七
階
に
成
層
紋
に
整
序
さ
れ
た
選
人
が
、
供
給
サ
イ

ド
の
有
出
身
、
無
出
身
、
雑
流
と
い
う
資
格
僚
件
、
そ
し
て
需
要
サ
イ
ド
の
一
一
一

京
か
ら
州
豚
に
至
る
幕
職
州
脈
官
の
割
腹
ラ
ン
ク
、

京

・
州

・
鯨
ポ
ス
ト
の
戸

口
、
繁
筒
、
遠
近
、
善
悪
規
準
に
照
し
て
、
ポ
ス
ト
を
配
分
さ
れ
る
構
園
が
示

さ
れ
る
。
明
示
さ
れ
た
映
像
は
か
な
り
複
雑
で
あ
り
、
明
暗
の
縞
が
目
だ
つ
。

武
臣
も
含
め
て
初
級
官
人
事
の
運
営
を
見
る
と
、

義
国
闘
の
知
鯨
|
通
剣
|
知
州

|
提
刑
|
碍
運
と
い
う
陽
の
嘗
る
職
が
有
出
身
選
人
に
、
要
害
透
州
の
職
に
武

臣
が
、
財
政
末
端
の
監
首
職
に
武
臣
の
三
班
使
臣
が
起
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
人
材
主
義
の
妙
を
知
る
反
面
、
時
を
逐
っ
て
過
剰
化
す
る
京
朝
官
ス
ト
ッ
ク

を
躍
す
る
べ
く
、
中
書

の
堂
除
人
事
が
吏
部
閑
人
事
を
侵
し
、
大
牢
の
知
豚

閥
、
中
原
は
じ
め
四
十
J
五
十
の
大
州
の
知
州
・
通
剣
闘
が
高
官
の
出
外
出
鋲

に
向
け
て
留
保
さ
れ
、
こ
の
優
良
ポ
ス
ト
争
奪
か
ら
疏
外
さ
れ
た
悪
弱
・
僻
遠

の
闘
を
埋
め
た
も
の
が
無
出
身
、
思
蔭
、
武
臣
、
宗
室
の
子
弟
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

こ
の
機
能
障
害
を
補
完
的
に
救
う
袋
置
と
し
て
編
み
出
さ
れ
た
中
書

の
堂

除
、
逃
僻
地
方
宮
の
掻
官
、
定
差
、
奏
曲
叶
、
そ
し
て
選
人
改
官
、
京
朝
官
昇
任

の
際
の
薦
奉
(
保
母
)
は
、
「
才
の
選
抜
」
に
副
次
の
選
揮
肢
を
供
し
た
で
あ

ろ
う
が
、
宋
初
に
掲
げ
た
「
公
」
理
念
が
む
し
ろ
回
避
し
て
き
た
「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
再
導
入
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
、
親

民
官
を
重
ん
ず
る
宋
の
政
術
(
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
)
と
は
う
ら
は
ら
に
、
良

闘
を
除
く
州
豚
の
職
は
額
面
通
り
の
人
材
主
義
が
通
用
す
る
場
で
は
な
か
っ

た
。
衣
川
教
授
の
力
作
で
あ
る
俸
給
の
問
題
が
、
こ
の
局
面
を
深
め
、
行
政
の

殺
率
を
占
う
上
で
参
照
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
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冗
官
の
ゆ
え
に
待
闘
が
十
年
に
も
及
び
、
た
と
え
堂
除
さ
れ
て
三
十
歳
で
知

豚
職
を
得
て
も
、
七
十
の
退
休
ま
で
四
任
ど
ま
り
と
い
う
事
例
を
念
頭
に
お
い

て
、
選
人
が
磨
勘
改
官
ま
た
は
試
秩
を
へ
て
高
級
官
に
進
ん
だ
の
ち
の
叙
述
を

讃
む
と
、
梅
原
氏
が
再
三
に
わ
た
っ
て
有
出
身
、
無
出
身
(
恩
蔭
・
雑
流
〉
の

別
、
進
士
の
中
の
朕
元
以
下
三
元
、
員
郎
か
ら
侍
従
に
か
け
て
の
館
職
に
関
係

づ
け
て
、
キ
ャ
リ
ア
ー
組
、
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
ー
組
の
、
い
わ
ば
特
急
、
急
行
、

普
通
の
昇
進
ル

I
ト
を
設
い
て
い
る
理
由
が
一
そ
う
判
然
と
分
る
。
す
な
わ
ち

常
調
の
進
土
や
異
才
の
雑
流
出
身
者
の
出
世
は
、
朝
官
か
せ
い
ぜ
い
員
郎
止
ま

り
で
あ
り
、
格
別
の
場
合
で
も
太
中
大
夫
(
従
四
品
〉
で
頭
打
ち
と
な
る
。
宰
相

ク
ラ
ス
ま
で
登
り
つ
め
る
こ
と
は
、
神
話
に
も
近
い
特
例
で
あ
り
、
ま
ず
初
仕

か
ら
持
作
監
丞
(
従
八
〉
ま
た
は
太
子
中
允
(
従
八
)
に
抜
擢
さ
れ
、
超
資
コ

ー
ス
に
入
っ
て
蚤
諌
官
、
員
郎
、
左
右
諌
談
大
夫

(
従
四
〉
、
給
合
、
侍
郎
(
従

一
一
一
〉
と
上
り
、
こ
の
閲
薦
傘
、
優
良
差
遣
、
錦
織
が
奥
え
ら
れ
る
こ
と
で
高
級

官
へ
の
進
路
が
一
そ
う
確
定
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
出
外
の
優
良
差
遣
に
は
、
知
豚
|
通
剣
|
知
州
|
監
司
と
進
み
、
以
下

郎
官
、
侍
従
、
執
政
と
進
む
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
提
刑

l
縛
運

の
監
司
か
ら
、
三
司
使
|
橿
密
使
、
又
は
参
知
政
事
1

宰
相
と
進
む
コ
l
ス
が

北
宋
中
期
ま
で
あ
り
、

R
・ハ

l
ト
ウ
ェ
ル
教
授
の
解
穫
で
は
、
五
代
の
遺
制

と
し
て
の
大
族
の
喬
と
稽
す
る
一
群
の
エ
キ
ス
パ
タ
イ
ズ
、
こ
と
に
財
政
専
門

職
の
そ
れ
が
、
財
務
官
僚
を
軸
に
し
て
結
婚
政
略
、
保
翠
、
蔭
補
、
科
撃
を
操

作
し
て
有
力
な
小
集
闘
を
つ
く
り
、
科
患
の
理
念
を
あ
る
程
度
骨
抜
き
に
し
た

が
、
徽
宗
朝
を
境
に
そ
の
濁
占
力
を
弱
め
、
勢
力
も
局
限
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う

展
望
を
示
し
、
北
宋
前
宇
に
つ
い
て
富
と
家
の
紳
の
影
響
力
を
高
く
-
評
す
る
立

場
を
と
っ
て
い
九
日
。
梅
原
氏
は
三
司
系
の
差
遣
に
つ
い
て
は
磁
波
氏
が
す
で
に

扱
っ
た
た
め
か
深
入
り
せ
ず
、
『
十
朝
綱
要
』
の
表
を
分
析
し
て
、
超
エ
リ
ー

ト
昇
進
階
梯
で
宰
相
ま
で
淫
し
た
三
司
使
系
の
者
は
全
鐙
の
四
分
の
一
で
あ

り
、
本
命
コ
i
ス
は
知
制
話
、

蜜
諌
、
翰
林
泉
土
を
踏
み
肇
と
し
た
と
断
じ
て

い
る
。
こ
の
問
題
は
官
僚
制
の
理
念
と
メ
リ
ッ
ト
基
準
と
の
推
移
を
知
り
、
そ

の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
な
い
し
時
系
列
を
立
て
る
上
で
深
刻
で
あ
る
か
ら
、
別
個
に

詳
説
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
思
う
。

王
安
石
が
吏
土
合
一
に
合
せ
て
、
官
職
を
有
能
の
土
に
開
く
こ
と
を
唱
え
な

が
ら
も
、
沓
法
黛
の
流
品
一
意
識
が
反
媛
し
て
、
正
六
品
以
上
人
事
で
出
身
の
有

無
を
排
別
し
、
た
め
に
ト
ッ
プ
エ
リ
ー
ト
人
事
が
宋
末
に
か
け
て
硬
直
す
る
と

い
う
氏
の
展
望
は
新
醤
法
黛
交
替
に
卸
し
て
筋
が
遜
っ
て
い
る
も
の
の
、
な
ぜ

南
宋
の
閥
族
集
閣
の
サ
イ
ズ
が
北
宋
ほ
ど
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
の
規
模
で
な

い
の
か
、
一
鐙
、
宋
代
で
の
濁
裁
制
の
確
立
期
は
い
つ
な
の
か
、
は
ま
だ
は
っ

き
り
と
定
設
を
得
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
新
刊
の
ハ
イ
ム
ズ
氏
の
著
述
の
一

讃
を
讃
者
に
も
す
す
め
る
次
第
で
あ
る
。
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武
臣
の
官
階
に
つ
い
て
は
、
停
記
が
少
な
く
復
元
困
難
な
分
野
で
あ
る
。
全

鍾
の
一

J
二
割
の
職
業
軍
人
の
ほ
か
、
財
務
職
員
、
末
端
の
知
州
豚
、
提
刑
、
巡

検
を
含
む
武
臣
集
園
は
、
藩
銀
と
い
う
超
「
指
令
」
的
秩
序
の
所
産
で
あ
り
な

が
ら
、
「
慣
習
」
秩
序
に
根
を
張
る
わ
け
で
は
な
く
権
力
者
の
秘
書
・
側
近
で

あ
る
の
で
、
プ
ロ
テ
ジ
l
の
封
象
に
な
り
や
す
い
。
こ
の
貼
で
宗
室
、
宣
官
、

有
力
者
の
子
弟
も
武
臣
の
有
力
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
本
書
で
は
こ
う
し
た
雑

多
な
内
容
の
武
臣
集
闘
が
、
文
官
寄
級
官
階
の
形
成
と
ズ
レ
を
み
せ
な
が
ら

も
、
政
和
の
改
革
ま
で
に
、

a
文
階
の
卿
監
以
上
、

b
員
郎
、

C

朝
官
、

d
京
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官
最
上
位
、

e
選
人
と
京
官
と
い
う
序
列
に
ほ
ぼ
釣
合
う
形
で
、

a
進
郡
・
正

任、

V
諸
司
使
、
ド
諸
司
副
使
、

H
G
大
使
臣
、

uu
小
使
臣
と
整
序
さ
れ
、
さ
ら

に
文
臣
の
館
職
に
蛍
る
閤
職
、
商
制
に
嘗
る
横
行
が
設
け
ら
れ
た
も
の
の
、
な

お
全
鐙
に
文
臣
に
附
随
す
る
不
透
明
な
外
郭
集
幽
と
し
て
残
り
、
元
以
降
は
唐

制
に
従
っ
た
整
理
に
服
す
る
と
い
う
、
経
過
措
置
の
性
質
を
州
市
び
て
い
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

武
臣
は
昇
進
が
遅
い
な
が
ら
も
優
俸
を
給
さ
れ
、
軍
事
の
要
衝
ポ
ス
ト
や
遜

遠
州
豚
官
、
監
嘗
官
、
さ
ら
に
監
司
|
福
密
使
の
キ
ャ
リ
ア
ー、

外
交
使
節
、

治
河

・
仙
災
の
職
に
起
用
さ
れ
、
恩
蔭
濫
授
の
針
象
で
も
あ
り
、
総
数
は
つ
ね

に
文
臣
を
上
廻
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
記
述
を
読
む
と
、
極
力
小
サ
イ
ズ

で
コ
ン
パ
ク
ト
な
文
匡
集
圃
を
養
成
し
、
集
約
的
な
行
政
の
飛
び
地
を
貼
と
線

で
結
ん
だ
文
治
の
梅
闘
の
な
か
で
、
行
政
の
密
度
で
は
粗
放
な
が
ら
も
直
接
駐

硯
と
統
制
を
要
す
る
部
分
は
、
武
臣
で
一
括
さ
れ
る
側
近
集
闘
の
配
置
で
相
補

さ
れ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
武
臣
の
配
置
が
特
殊
具
鐙
的
な
朕

況
の
解
決
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
外
交
、
透
防
、
聴
燥
、
治
安
、
内

務
、
軍
制
、
総
領
所
な
ど
の
庚
い
関
連
問
題
の
相
位
が
拓
か
れ
、
そ
の
文
脈
の

中
で
武
臣
の
役
割
が
詰
め
ら
れ
て
ゆ
か
な
い
と
、
そ
の
比
重
の
剣
定
も
明
ら
か

で
は
な
く
、
別
個
濁
立
の
考
察
を
要
す
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

七

第
四
一
章
の
館
職
の
叙
述
は
、
昇
進
制
の
要
所
を
抑
え
る
重
要
問
題
で
あ
り
、

包
括
的
か
つ
抽
出
系
的
叙
述
と
し
て
は
本
書
が
震
初
で
あ
る
。
ま
ず
館
職
の
系
列

が、

a
、
三
館
秘
閣
系
列
の
由
緒
か
ら
生
れ
、
高
官
の
推
薦
や
召
試
を
へ
て
選

任
さ
れ
、
資
料
編
纂
に
蛍
り
つ
つ
将
来
を
蝋
望
さ
れ
る
グ
ル

ー
プ、

b
、
侍
従

の
慮
過
と
し
て
、
ま
た
宰
執
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
文
化
的
側
近
に
擬
せ
ら
れ

る
グ
ル
ー
プ
、

c
、
最
高
級
官
の
得
職
ま
た
は
柴
容
鋭
、
ま
た
経
鐙
の
官
に
預

る
グ
ル

ー
プ
が
一示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
館
職
が
差
遣
と
リ
ン
ク
す
る
貼
職
が
述
べ

ら
れ
、
車
に
中
央
に
人
材
を
プ
ー
ル
す
る
だ
け
で
な
く
、
内
外
官
、
特
定
地
方

官
に
特
別
の
キ
ャ
リ
ア
ー
を
保
護
す
る
い
み
で
行
な
わ
れ
た
と
い
う
指
摘
が
あ

る
。
任
用
封
象
は
元
銭
前
に
は
正
途
進
士
に
限
ら
れ
、
負
郎
級
の
知
州
、
漕
司

に
枠
を
絞
っ
た
が
、
や
が
て
枠
が
嫌
が
っ
て
濫
授
に
傾
き
、
恩
蔭
、
無
出
身
に

も
輿
え
ら
れ
て
ゆ
く
が
、
全
官
員
の
数
パ

ー
セ
ン
ト
が
こ
れ
に
預
っ
た
に
す
ぎ

な
い
と
い
う
。

梅
原
氏
が
帯
領
館
職
頻
輿
へ
の
傾
斜
を
仁
宗
期
に
関
連
づ
け
て
い
る
の
は
卓

見
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
官
制
、
科
壁
、
間
母
校
と
も
に
整
い
、
ま
た
念
願
の
卒

和
の
達
成
が
文
治
に
活
性
を
輿
え
、
逃
境
要
州
に
俊
秀
を
配
し
て
文
化
優
越
を

示
し
た
時
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
つ
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
頃
、
南
北
の
進
土
生
産

量
が
桔
抗
し
、
三
年
一
試
の
定
制
が
定
ま
っ
て
き
た
か
ら
、
文
臣
制
の
課
題
は

以
前
の
よ
う
に
気
前
よ
く
進
士
を
創
る
よ
り
は
、
す
で
に
萌
し
た
冗
官
に
桝
到
底

し
て
、
特
定
の
機
能
の
途
行
や
、
そ
れ
に
肺
応
ず
る
特
権
の
一
字
受
を
許
さ
れ
る
限

り
で
権
利
化
し
て
、
守
成
の
位
制
を
操
縦
す
る
方
向
に
傾
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
五
章
の
恩
蔭
の
研
究
も
、
館
職
と
は
別
に
生
じ
た
特
権
の
配
分
・
享
受
の

叙
述
で
あ
る
。
こ
の
一
軍
も
槻
察
の
周
悉
に
お
い
て
特
筆
に
値
す
る
。
梅
原
氏
は

任
子
の
歴
史
は
古
い
が
、
こ
の
制
の
整
備
さ
れ
た
運
用
に
お
い
て
宋
代
は
特
色

的
で
あ
る
と
し
た
上
、
翠
節
、
致
仕
、
遺
恩
、
大
躍
を
機
に
生
ず
る
恩
蔭
授
輿

者
の
範
圏
、
数
量
を
詳
考
し
、
徽
宗
代
か
ら
南
宋
へ
の
濫
授
、
仁
宗
以
降
の
皇

親
、
外
戚
系
の
任
子
の
増
加
を
の
べ
、
さ
ら
に
蔭
補
人
の
初
任
状
況
、
昇
進
の

ル
l
ト
と
有
出
身
キ
ャ
リ
ア
ー
と
の
差
、
任
子
や
諸
科
か
ら
出
身
に
鱒
ず
る

た
め
の
鎖
臨
試
に
設
き
及
ん
で
い
る
。
結
局
、
任
子
は
綴
過
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
特
権
と
勢
力
の
相
績
の
重
要
な
柱
で
あ
り
、
ま
た
透
閥
、
監
嘗
、
巡
検
閲
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を
埋
め
た
上
に
、
高
官
へ
の
進
出
も
あ
る
程
度
ま
で
許
し
た
。
こ
こ
で
氏
は
新

し
い
「
官
僚
貴
族
」
の
誕
生
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
へ
の
解
樟
は
目
下
の
と
こ
ろ
二
つ
に
分
れ
て
い
る
。

K
・
ヴ
ィ
ツ

ト
フ
ォ

l
ゲ
ル
、
青
山
定
雄
博
士
が
北
宋
期
の
高
官
に
閥
族
形
成
を
見
て
一
石

を
投
じ
て
以
来
、

R
・ハ

I
ト
ウ
ェ
ル
、

H
・
ピ
ィ
l
テ
位
w
R
・
ハ
イ
ム

ズ、

L
-
ウ
ォ
ル
ト
ン
数
授
ら
は
、
官
界
を
と
り
ま
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
祉
曾

層
位
に
注
目
し
て
き
た
。
明
・
清
に
な
る
と
、
大
地
主
上
層
に
位
す
る
エ
リ
ー

ト
の
血
縁
集
闘
が
祉
曾
を
寡
占
し
、
彼
ら
が
地
位
保
存
と
縫
承
に
巧
み
な
た
め

に
、
こ
の
層
か
ら
有
力
官
僚
が
輩
出
し
た
と
考
え
る
。
反
面
、
宋
代
で
は
前
代

か
ら
つ
づ
く
大
族
の
沓
が
結
婚
政
術
で
科
傘
制
を
骨
抜
き
に
し
て
徽
宗
代
ま
で

生
き
抜
き
、
徽
宗
の
政
策
と
靖
康
の
難
、
南
渡
の
徐
波
で
中
小
族
に
地
位
を
替

ら
れ
、
蔭
の
敷
用
に
も
限
界
を
生
じ
た
と
展
望
す
る
。
こ
れ
に
到
し
、

E
・
ク

ラ
ッ
ヶ
、
何
病
棟
、

J
・
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
教
授
は
科
翠
に
よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
を

重
ん
ず
る
。
結
婚
が
及
第
の
前
提
を
築
く
に
せ
よ
、
科
翠
を
め
ざ
し
た
数
育
へ

の
投
資
や
浸
入
の
意
義
は
大
き
く
、
ま
た
最
初
の
出
仕
を
拘
束
し
た
も
の
は
結

局
科
穆
で
あ
っ
た
。
科
翠
の
下
で
は
族
の
紳
に
も
競
合
の
債
値
観
が
割
り
こ
む

一
方
、
た
と
え
ス
ト
レ
ー
ト
な
昇
進
が
一
神
話
で
あ
っ
て
も
、
科
皐
と
間
学
校
が
正

統
の
上
昇
径
途
で
あ
る
限
り
、
普
遍
的
に
祉
舎
債
値
を
統
合
す
る
そ
の
役
割
は

愛
ら
な
い
と
い
う
。

こ
こ
で
再
び
ヒ
ッ
ク
ス
教
授
の
論
法
を
借
り
て
整
理
す
る
と
、
ト
イ
ン
ピ
l

流
の
「
挑
戦
」
摩
一
力
が
鎮
静
す
る
と
、
古
典
官
僚
制
の
組
織
は
慣
性
の
法
則
、

一
種
の
祉
曾
引
力
で
支
配
さ
れ
守
成
に
入
る
。
特
定
の
職
や
特
権
を
相
績
さ

せ
、
世
襲
さ
せ
る
こ
と
で
こ
の
引
力
は
操
縦
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
評
者

は
こ
の
操
縦
は
結
局
は
成
功
し
た
と
見
た
い
。
す
な
わ
ち
世
襲
貴
族
制
は
再
生

せ
ず
、
カ
l
ス
ト
に
よ
る
職
業
の
専
門
化
も
現
れ
ず
、
ま
た
都
市
が
お
こ
り
大

商
人
が
輩
出
し
よ
目
、
結
局
は
官
界
へ
の
同
化
(
ア
シ
ミ
レ

l
シ
ョ
ン
)
が
出

世
の
本
命
で
あ
っ
た
。
女
直
、
モ
ン
ゴ
ル
、
満
洲
族
の
「
挑
戦
」
も
、
明
末
清

初
の
人
口
爆
裂
も
、
科
翠
と
昇
進
制
の
根
づ
い
た
祉
舎
を
闘
す
に
は
至
ら
な
か

っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

J¥ 

終
草
の
脊
吏
研
究
は
、
史
料
的
に
も
命
題
的
に
も
、
経
過
的
に
重
要
な
問
題

提
起
と
い
う
性
質
を
帯
び
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
先
立
つ
叙
述
の
方
法

と
史
料
密
度
で
こ
れ
に
迫
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
の
偏
り
も
あ
っ
て
、
む
し
ろ

困
難
に
属
す
る
。
梅
原
氏
は
こ
れ
を
率
直
に
認
め
た
上
で
、
一
方
で
は
地
方
官

制
に
配
置
さ
れ
た
脅
吏
の
職
種
、
数
量
の
卒
均
像
を
復
元
し
、
他
方
で
中
央
官

署
の
有
更
の
由
来
、
職
制
、
昇
任
、
人
事
、
恩
蔭
、
出
職
を
詳
説
し
、
研
究
の

歓
を
埋
め
て
い
る
。
宋
代
以
降
の
歴
史
に
つ
い
て
先
皐
の
下
し
た
「
濁
裁
政

治
」
の
ラ
ベ
ル
の
印
象
が
徐
り
に
も
強
い
の
で
、
新
し
く
問
題
に
と
り
組
む
た

め
に
は
、
近
年
に
自
究
さ
れ
て
き
た
行
政
の
地
方
主
義
へ
の
傾
斜
を
理
解
す
る

に
役
立
つ
樫
同
租
数
授
の
『
清
代
の
地
方
政
府
』
ハ
一
九
六
二
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
、
六
九
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
)
、

J
・
ワ
ッ
ト
数
授
の
『
後
期
中
華
一
帝
園
の

知
豚
』
(
一
九
七
二
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
〉
の
よ
う
な
集
中
限
定
し
た
問
題
へ
の

取
り
組
み
、
そ
し
て
佐
竹
靖
彦
教
授
が
試
み
た
官
筋
の
分
析
、
に
関
連
づ
け
て

深
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
望
王
し
く
思
え
る
。

以
上
、
甚
し
く
評
者
の
関
心
に
引
き
つ
け
て
、
し
か
も
印
象
的
に
素
描
し
た

紹
介
と
-
評
は
、
こ
の
記
念
碑
的
な
大
業
の
重
厚
な
中
味
を
正
確
に
捉
え
ず
、
讃

者
に
本
書
の
員
髄
を
俸
え
て
い
な
い
こ
と
は
、
白
か
ら
自
賛
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
筆
者
と
讃
者
の
寛
恕
を
乞
い
た
い
。
蕪
融
附
を
重
ね
て
恐
縮
で
あ
る
が
、

最
後
に
全
陸
の
印
象
と
し
て
感
じ
た
一
、
二
の
黙
を
附
記
し
て
江
湖
の
数
示
を
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仰
ぎ
た
い
。

大
方
の
研
究
者
は
、
中
園
の
官
僚
機
構
の
サ
イ
ズ
が
庖
大
で
あ
る
と
想
定

し
、
し
ば
し
ば
そ
れ
を
制
度
や
機
能
の
放
率
性
と
相
関
さ
せ
て
誘
く
が
、
果
し

て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
か
り
に
官
五
高
、
吏
三

O
蔦
と
い
う
数
が
宋
以
後
の
目

安
と
す
る
と
、
一
億
か
ら
果
て
に
は
四
億
の
人
口
の
中
で
、
そ
れ
は
む
し
ろ
小

さ
な
政
府
で
あ
る
。
で
は
人
口
増
に
合
せ
て
行
政
経
費
が
ふ
え
、
地
方
主
義
が

岨
唱
す
中
で
、
官
職
数
も
行
政
都
市
数
も
コ
ン
ス

タ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

官
僚
制
が
社
曾
と
均
衡
し
、
世
襲
貴
族
の
形
成
が
阻
ま
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
一

つ
の
推
測
は
科
甥
制
と
昇
進
制
が
供
す
る
文
化
債
値
に
よ
る
統
合
を
考
え
る
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
「
収
入
経
済
」
(
ヒ
ッ
タ
ス
)
の
枠
内
で
慢
性
化
す
る
職
員

不
足
、
給
輿
不
足
に
射
し
、
社
曾
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
補
完
の
役
を
果
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
も
し
こ
う
し
た
想
定
に
何
が
し
か
の
一意
義
が
あ
る
と
す
る
と
、

蛍
面
の
宋
代
官
僚
制
が
濁
裁
政
治
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
こ
と
に
一
感
異
議
は

な
い
に
せ
よ
、
そ
の
機
能
を
占
う
に
つ
い
て
は
、
刻
々
と
後
化
す
る
祉
曾
の
動

態
、
空
開
の
状
況
ご
と
に
-
一
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
行
政
の
内
容
や
役
割
に
つ
い

て
、
社
舎
史
的
背
景
を
詰
め
る
作
業
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

終
り
に
若
干
の
印
刷
上
の
ミ
ス
を
穆
げ
る
と
、
三
一
行
の
「
す
す
↓
す
」
、

H
H
5

一
一
一
行
の
「
史
↓
吏
」
、
「
宿
↓
辰
」、
七
七
頁
八
行
の
「
大
↓
太
」
、
二

二
四
頁
一
四
行
「
紳
↓
一隅
」
、
五
六
五
頁
一
一
一
一
行
「
。
↓
、
」
が
目
に
つ
き
、

ま
た
一
四
頁
の
第
二
表
は
、
手
を
入
れ
て
ヨ
コ
に
組
み
直
し
て
い
た
だ
い
た
方

が
行
文
を
理
解
し
や
す
い
。
本
書
の
諸
テ
l
マ
に
専
念
さ
れ
て
か
ら
十
銭
年
に

し
て
、
こ
れ
ほ
ど
斬
新
で
深
い
貢
献
に
ま
と
め
ら
れ
た
梅
原
氏
の
研
績
に
敬
服

し
、
上
梓
を
慶
祝
す
る
と
と
も
に
、
本
章
一回
が
内
外
の
研
究
者
の
必
嬬
書
と
し
て

熟
讃
玩
味
さ
れ
る
こ
と
を
衷
心
願
っ
て
筆
を
捌
く
次
第
で
あ
る
。
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